
提案 
 
日付：２０２３/１０/１８ 

 

件名：子供の居場所 

 

１．問題、課題 

中 1 の娘がいます。小学校入学時から学校に行きたくないと毎朝下駄箱まで泣きわめく

娘を抱えて連れて行きました。学年が上がるにつれ、それができなくなり、遅刻、早退、

お休みも増え、今では完全に不登校となりました。 

毎日家にいる娘と一緒にいるのは精神的に厳しく、本当に母親ではありますが、どう、

声をかけていいのかわかりません。学校の話をすると泣き出し、朝起こすための声がけす

ら嫌になります。 

少しでも外に出て欲しいと思い、フリースクールや放課後デイなど考えますが、やはり、

金銭面で悩みます。近隣にないため、送迎もしなくてはならないことも、仕事があります、

自分の子供だからやって当たり前なのかもしれませんが正直負担です。 

先の見えない毎日を送り娘も親も不安になります。不登校の児童は年々増えています。

子供と向き合おうとする親にも限界があります。 

不登校の娘の親として、どう接したら良いかもわからなくなることがあります。とくに

父親はあまり家にいないため、今の状況をいまだに受け入れることができていないようで

す。 

 

２．改善案 

親も子も安心して過ごせる場所、家があるからいいのではなく、親と家で過ごす以外の

場所が欲しい。ここにいれば安全。と思える場所。 

フリースクールは値段も高いし、近くにないので送迎も大変。 

フリースクールや、放課後デイなど、利用するための助成金や、無料で利用できる児童

館など、もっと子供が選んで行ける場所が欲しい。たくさんの大人の目で子供を育てるこ

とに協力して欲しい。 

不登校の親向けに、相談場所やセミナーなど、開催してほしい。 

 

３．改善後の効果 

 親が一緒にいなくても、お互いに安心して過ごすことができる。心にも余裕ができ、親

子の会話や家で一緒に過ごす時の雰囲気も良くなる。他人に関わってもらうことにより、

将来のことなど、親に言われるより真剣に考えるのではないかと思う。 

 親が子供に振り回されて、自分の時間をほとんど持てなく心も体も追い詰められている

日々から解放されて自分らしさを取り戻すことができる。 

 年々増えている不登校児童のことを、その親のことも、まずはどんな気持ちでどんな状

況で何に困っているのかみんなに知って貰うこと。これが大事だと思います。 
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回答 
 

＜子供の居場所＞ 

【所管: 学校教育課、学び推進課、子育て支援課】 

 

【所管：学校教育課】 

 不登校児童生徒及び不登校傾向の児童生徒に対して、各校において学級担任を中心に家

庭訪問や電話連絡を定期的に行うとともに、各学校に配置されたスクールカウンセラーが、

児童生徒やその保護者と面談を行うなど、一人ひとりとの関わりを大切にした支援を行っ

ております。また、町教育委員会としましては、教育研究室において不登校、集団への不

適応、友人関係等、教育上の諸問題について来所や電話による相談を行っております。指

導主事による日常的な教育相談のほか、臨床心理士等の資格をもつ相談員が、一人ひとり

の不安や悩みに対応しております。 

 さらに、寒川町民センター分室内に「相談指導教室」を設置し、相談指導教室専任教員

が、不安や悩みを抱える児童生徒に寄り添い、安心して通級できるよう、一人ひとりに丁

寧に関わりながら、個別学習への支援や少人数での体験活動を行っております。加えて、

学生相談員を週２回配置しており、年齢の近い学生と日々の活動や不安や悩みを相談する

ことも可能となっております。 

  先述しました教育研究室における教育相談につきましては、保護者様のみのご相談も可

能となっております。その中で不登校のお子様をもつ保護者様の方々のつながり等につい

て支援する NPO 団体を紹介することなども併せて、提案者様のご相談をお受けし、お子様

の成長に向けともに考えていければと存じます。今後とも、ご理解ご協力を賜りますよう

お願いします。 

 

【所管：学び推進課】 

不登校などでお悩みの保護者の方やお子様が、無料で相談できる窓口として、神奈川県

では、湘南地域、県央地域、横須賀三浦地域に「神奈川県地域青少年相談窓口」を開設し

ております。湘南地域の相談窓口として、令和 3 年度から、寒川町民センターで、毎月第

2・4 木曜日に 13 時から 17 時まで相談員 2 名が、電話相談と面接相談（面接相談は予約制）

を受け付けております。 

（電話相談：070-4436-5970）なお、令和６年度の開設場所は未確定となっております。 

 

また、かながわ子ども・若者総合センターでは、火曜日から日曜日に午前９時から１２

時、午後１時から４時まで電話相談を無料で受け付けております。 

（相談専用電話：045-242-8201）お伝えできることが、お子様の過ごせる場所ではなく、

相談窓口となりますが、抱えている悩みを少しでも解消できる場として、ご利用いただけ

ればと思います。 



 

【所管：子育て支援課】 

町内では、町の補助金を活用しながら子どもの登校の悩みをテーマに不登校の子どもの

保護者と支援の経験者で活動している団体があります。 

定期的に保護者同士のつながりの場をつくる「茶話会」や、子どもとつながる事業（遊

びとおしゃべりの会など）を開催しており、同じ悩みを抱える保護者や子どものつながり

の場を提供しています。 

 

団体名：「279smile 湘南（つなぐすまいる湘南）」 

 

不登校のことに限らず、子育てでお悩みのことがあれば、ご遠慮なく町の子育て相談を

ご利用ください。町の子育て支援課にお電話いただくか、次のアドレスにメールをいただ

ければご相談をお伺いします。 

 

子育て支援課 E-mail「kosodate@town.samukawa.kanagawa.jp」 


